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本校は、田畑に囲まれ自然豊かな地域である。
児童は、自然に積極的に関わっているものの、身
近な環境の保全や美化の意識は十分とは言えな
い。 

エ 行動計画の作成 

 

 

イ 実態把握 

 

ウ 宣言項目の決定 

 

(１) PLAN環境 ISO宣
言 

本校のスタッフ全員でチ

ームとなり、環境 ISO 運

動に取り組みました。 

本校のスタッフの似顔絵
one team で頑張りました。 



水俣に学ぶ肥後っ子教室など
を通して、水俣病や環境教育に
ついて深く学んだ。 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

  

 

 

 

 

                                                                                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

 

 

 

  

  

 

  

 

 

  

 

オ 行動 

 
(2) DO 各実践 

PLAN 環境

ISO宣言（令

和元年９月３０日）児

童集会 

上記の表の部分だけでも２年間で、電気代は３２１、４８１円削減、水道代は７６、３１０
円削減できた。合計３９７、７９１円削減できた。つまり、結果にコミットすることができた。 

 

カ 点検・記録 

 

(３) ＣＨＥＣＫ 評価 

PLAN 環境

ISO宣言（令

和元年９月３０日）児

童集会 

ペットボトルのふた集めを
行うことでポリオワクチン 2
人分をまかなう費用を寄付す
ることができ、賞を得ることが
できた。 

学校園(豊川ファーム)では、様々な野
菜などを植え、児童が収穫の喜びを得る
ことができた。また、花いっぱい運動で
は、「奨励賞」を受け、１００枚程度の花
言葉を立てることができた。 

5 月、8 月
の2回保護者
の協力で除
草・運動場の
整地作業を
行った。 

キ 見直し 

 

環境教育 年間指導計画【一部抜粋】 

今後は、児童がより主体的に活動を行
い、活動を通して、児童の自尊感情や自
己肯定感・自己有用感を高めるように工
夫改善する必要がある。そのためには、
児童の話し合い活動などを通して児童
の汎用的能力を高める場を定期的に設
けたい。そして、評価を行うことで学校
全体に広め、組織力も高めたい。 

社会見学旅行や県主催（宇城地域
振興局農林部）の木工教室、ゲスト
ティーチャーによる郷土の特産物
(蓮根)の授業などで、自然環境に対
する関心を高め、熊本県の自然を学
ぶことができた。 

(４) ACTION 微調
整 

１０月から縦割班掃除活
動で６年生がリーダーとし
て児童主体の掃除を課題意
識を持って行った。 

環境教育推進のシンボルの絵

（テーマ「愛は地球を救う」） 

地区ごとに、夏休
み地区の清掃活動
も行った。 

２月から５年生が縦
割班掃除活動のリー
ダーになり、班ごと
に掃除場所、役割分
担について話し合い
課題を共有した。 

水道代・電気代グラフ 

毎月初めに環境委員会の児童が作成した水道代・電気代のグラフを掲示して節水・節電を呼び
掛けた。また、本校児童が「熊本県環境絵画コンクール」にて特選に選ばれた絵画を環境教育推
進のシンボルとして環境を大切にすることに取り組んだ。 

本校の幸せ生活目標
を基に子供たちは、
朝のボランティア活
動の清掃活動や花植
えなど日々の勤労生
産奉仕的活動に取り
組んだ。 

ご み の 分
別について
も宇城市の
方針に則り
細かく分類
して行った。 

環境委員会の常時活動(靴並べ、
傘並べ、花への水かけ)で潤いのあ
る環境づくりを行った。また、環
境チェックで掃除活動の評価を定
期的に行い縦割り班掃除活動の評
価を通して、掃除の充実を図った。
さらに、パーフェクトノートコン
クールを実施する中で、ノートを
無駄なく大切に使用することを意
識付けした。 

紙使用量を減らすために、会議
では、パソコンの共有データで画
面による提案を行いペーパーレス
を推進する。 

コ ッ プ 一
杯のうがい
等で節水、室
内の半灯推
進で節電、裏
紙のリサイ
クル紙利用
などで無駄
を無くす工
夫を行った。 


